
米原市 「地域とともに歩む学校づくり」の推進に向けて 
 
■社会状況の変化に伴う本市の現状や国の動向 

（１）本市の現状 

●本格的な人口減少社会の到来と少子高齢化の進行による地域コミュニティの弱体化の懸念 

 → 地域創生に寄与するよう支援を行うことが必要 

●地域における教育基盤の脆弱化 

 → 学校・家庭・地域が、お互いを支え補完し合うことで、子どもが安心して成長できるような場や取組が必要 

●学校が抱える課題が複雑化・困難化 

 → 地域と学校の連携による、社会総掛かりでの教育の実現 

 

（２）国の方向性 

○中央教育審議会「新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方

策について（答申）」（H27.12.21） 

    「全ての公立学校のコミュニティ・スクール設置を努力義務」 

 「コミュニティ・スクールと地域学校協働本部（学校支援地域本部）の一体的・効果的な推進」 

○「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」 が改正され、学校運営協議会の設置が努力義務化（H29.4.1） 

 →平成 27 年 12 月の中央教育審議会答申を具体化 

○コミュニティ・スクールの導入状況（H29.4.1 現在）  

    ・全国 3,600 校（うち幼 115、小 2,300、中 1,074、高 65、特支 21） 

     全国の 11.7％の小・中学校、義務教育学校が導入 

    ・滋賀県 56 校園（大津４、長浜４１、湖南８、彦根１、竜王１、県立長浜北校１） 

※ 本市では、国や他市町の動向を見据えつつ、これまでの流れを踏まえ「地域とともに歩む学校づくり」を

進める。 

 

■本市が目指す「地域とともに歩む学校づくり」（コミュニティ・スクールと学校支援地域本部の推進） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●第 2 次教育振興基本計画 

「ともに学び、ともに育つ、学びあいのまち まいばら ～自分もひとも大切にし、地域を誇る人づくり～」 

子どもから大人まで誰もが豊かに学び合い、育ち合い、交流するまちを、学校・家庭・地域が手を携えて実現していく 

●学校支援地域本部 
・組織的・継続的なボランティア活動により、学校の教育活動を支援 

→地域住民にとっても学校が学びの場となり、生涯学習・自己実現に資する。 

→子どもにとって、「学ぶ力」を育て「夢と生きる力」を育む体験活動等が充実。

多様な人格・人柄にふれる機会の創出。 

→地域社会のつながり・絆を強化。子どもの教育を地域全体で支え、地域の教

育力の向上につながる。 

●特色ある学校づくり支援事業 
・地域との結びつきを生かした教育活動を、校区の実情に応じて展開する。 

●学校運営協議会（ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ） 
・学校が、家庭や地域と協働関係を構築していく

ために立ち上げる協議会 

・子どもにつけたい力や具体的支援などを共有

し、子どもを軸にした役割分担による協働体制

を整える。 

・「地域の子にこんな子どもに育ってほしい」「子

どもたちのために学校を良くしたい」「元気な

地域を創りたい」といった「願い」や「志」が

集まる学校を目指す。 

子どもも大人も学び合い育ち合う教育体制の構築 → 地域とともに歩む学校づくり 

・地域との結びつきを生かした教育活動が図りやすいという小規模校の特性を踏まえ、地域の人々のもつ専門的な知識や技能を学

校の教育活動の中に積極的に取り入れることで、児童・生徒が多様な学習活動や充実した体験活動、きめ細やかな学習支援等を

享受する。また、地域の大人や異年齢の子どもたちとの交流、自然体験や地域貢献の場面等を増やすことで、様々な人格にふれ

る機会が増え、社会性や市民性および郷土愛等の豊かな人間性の涵養に資する。 

・10 年後、20 年後の地域の担い手となる子どもの教育に、誰かが何とかしてくれるのではなく、地域住民一人一人が「当事者」

として、みんなの力を合わせて学校や地域を創りあげていく。その際、地域の担い手となる子どもを軸として、学校と地域が双

方向に連携・協働する体制づくりを進め、自立した地域社会の教育基盤を構築する。 

 

重視する視点 

・市民性の育成 ～よりよい社会の実現に向けて、周りの人や社会と関わろうとする意欲や行動力を兼ね備えた人づくり～ 

・地域創生 ～「学び」を生かした互助・共助のある活力あるコミュニティづくり、学校と地域の連携・協働体制の構築～ 

・次世代への継承 ～次代を担う子どもたちの育成と目指す社会の姿、地域づくりの仕組みの継承～ 

資料１ 
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特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
×
学
校
支
援
地
域
本
部

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

地
域
の
こ
と
を
教
わ
る

地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
う

地
域
の
方
と
語
り
合
う

地
域
へ
貢
献
す
る

【
柏
原
小
学
校
】

関
ヶ
原
ウ
ォ
ー
ク
で
の
歴
史
学
習

【
山
東
小
学
校
】

ほ
た
る
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加

【
大
原
小
学
校
】

竹
と
ん
ぼ
作
り
の
指
導

【
伊
吹
小
学
校
】

伊
吹
山
お
花
畑
観
察
会

【
坂
田
小
学
校
】

地
域
の
歴
史
学
習

（
顔
戸
の
日
撫
神
社
）

【
息
長
小
学
校
】

あ
ま
ん
ぼ
う
作
り
の
体
験

（
親
子
活
動
に
て
）

【
柏
原
中
学
校
】

柏
原
や
い
と
祭
に
吹
奏
楽
部
が
出
演

【
伊
吹
山
中
学
校
】

外
来
種
か
ら
伊
吹
山
を
守
る
活
動

【
河
南
小
学
校
】

ふ
れ
あ
い
広
場

（
地
域
の
方
と
休
み
時
間
に
遊
ぶ
）

【
柏
原
中
学
校
】

文
化
祭
で
の
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

（
柏
原
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
）

【
米
原
中
学
校
区
】

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
伊
吹
山
中
学
校
】

か
っ
と
び
伊
吹
で
の

生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
大
東
中
学
校
】

中
学
生
に
よ
る
小
学
校
運
動
会
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

ふ
る
さ
と
米
原
の
自
然
、
歴
史
・
文
化
、
産
業
、
人
々
の
生
き
方
に
探
究
的
・
体
験
的
・
創
造
的
に
関
わ
る
こ
と
を
通
し
て
、
米
原
の
よ
さ
に
気
付
き
、
米
原
を
愛
す
る
子
を
育
て
ま
す
。

自
然
、
歴
史
・
文
化
、
産
業
に
関
す
る
理
解
を

地
域
の
大
人
や
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
に
よ
り
、
自
尊
感
情
の
高
揚
を

自
ら
課
題
を
見
出
し
、
課
題
を
解
決
す
る
力
を

自
ら
の
考
え
や
願
い
や
思
い
を
伝
え
る
力
を

ふ
る
さ
と
米
原
を

愛
す
る
心

米
原
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
の
高
ま
り

社
会
性
・
市
民
性
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特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
×
学
校
支
援
地
域
本
部

地
域
人
材
の
力
を
生
か
し
た
学
校
支
援
活
動

専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
生
か
す

学
校
の
課
題
を
解
決
す
る

学
校
の
様
々
な

活
動
を
支
援

地
域
人
材
に
よ
る
多
様
な
活
動

【
春
照
小
学
校
】

ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
体
育
授
業

【
米
原
小
学
校
】

歯
科
衛
生
士
に
よ
る

親
子
で
学
ぶ
歯
磨
き
指
導

【
河
南
小
学
校
】

地
蔵
川
で
の
ハ
リ
ヨ
観
察

【
大
東
中
学
校
】

学
力
補
充
教
室
「
い
つ
や
る
の
？

今
で
し
ょ
！
教
室
」

【
米
原
中
学
校
】

学
力
補
充
教
室

「
Ｍ
Ｇ
Ｋ
（
米
原
学
習
教
室
）
」

【
河
南
中
学
校
】

和
太
鼓
体
験

【
双
葉
中
学
校
】

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
た
指
導

【
伊
吹
山
中
学
校
】

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

学
習
支
援
教
室

【
米
原
中
学
校
】

環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
米
原
中
学
校
】

さ
つ
ま
い
も
・
大
豆
の
栽
培
指
導

【
息
長
小
学
校
】

地
域
の
方
と
職
員
に
よ
る

花
の
仮
植
作
業

【
米
原
中
学
校
】

職
場
体
験
学
習
視
察
で
生
徒
を
激
励

地
域
人
材
に
よ
る
充
実
し
た
教
育
活
動
支
援
・
教
育
環
境
整
備
に
よ
り
、
多
様
な
学
習
活
動
や
充
実
し
た
体
験
活
動
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
自
尊
感
情
・
自
己
肯
定
感
・
自
己
有
用
感
を
育
み
、

自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め
、
自
ら
の
将
来
の
夢
に
向
け
て
た
く
ま
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
子
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

自
己
実
現
に
向
け
た
、
学
習
意
欲
・
学
習
習
慣
形
成
・
学
力
向
上
の
観
点

か
ら
の
学
習
機
会
の
充
実
を

教
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
え
る

時
間
の
確
保
を

実
社
会
・
実
生
活
と
の
つ
な
が
り
等
を
体
験
的
に
学
習
で
き
る
機
会

の
充
実
の
た
め
に
多
様
な
人
材
に
よ
る
教
育
支
援
を

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
向
け
、

多
用
な
価
値
観
に
ふ
れ
る
機
会
を

自
尊
感
情
の
育
成

専
門
的
支
援
の
充
実

夢
や
希
望
を
叶
え
る

自
己
実
現

よ
り
専
門
性
の
高
い
充
実
し
た
体
験
活
動
を
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・
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見
を
保
護
者

や
地
域
の
方
か
ら
聞
く
た
め
の
制
度

・
学
校
評
議
員
に
意
見
を
求
め
る
事
項

は
、
校
長
が
判
断

・
学
校
関
係
者
評
価
を
行
う

（
学
校
運
営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
学
校
は
、

学
校
評
議
員
を
廃
止
し
、
学
校
運
営
協
議
会

に
て
学
校
評
価
を
行
う
）

学
校
評
議
員
制
度

平
成
2
0
年
度
～

平
成
3
2
年
度

・
小
規
模
校
の
特
性
を
踏
ま
え
、

地
域
と
の
結
び
つ
き
を
生
か

し
た
教
育
活
動
を
、
校
区
の

実
情
に
応
じ
て
展
開
す
る
。

・
各
中
学
校
区
で
開
催
。

・
学
校
と
地
域
、
保
護
者
が
、

集
い
、
地
域
の
教
育
に
つ
い

て
学
び
合
う
機
会
と
す
る
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

支
援
事
業

平
成
2
5
年
度
～

・
地
域
住
民
の
学
校
教
育
活
動
支
援

に
よ
り
、
学
校
と
地
域
の
連
携
体
制

を
構
築
し
、
地
域
全
体
で
学
校
教
育

を
支
援
す
る
取
組

・
地
域
住
民
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
の
教
員
個
別
の
取
組

か
ら
、
よ
り
組
織
的
な
取
組
へ

・
H2

7年
度
か
ら
３
年
間
で
、
す
べ
て
の

小
中
学
校
へ
設
置

学
校
支
援
地
域
本
部

事
業

平
成
2
7
年
度
～

・
地
域
全
体
で
子
ど
も
の
教
育
を
考
え

る
場
と
し
て
、
保
護
者
や
地
域
住
民

が
、
一
定
の
権
限
と
責
任
を
持
っ
て

学
校
運
営
に
参
画
す
る
仕
組
み

・
地
域
と
学
校
の
合
議
制
に
よ
る
学
校

運
営
で
あ
り
、
子
ど
も
に
つ
け
た
い

力
、
具
体
的
支
援
・
協
働
内
容
な
ど

を
共
有
し
た
上
で
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
で
何
が
で
き
る
か
熟
議
し
、
役

割
分
担
に
よ
る
協
働
体
制
を
確
立

学
校
運
営
協
議
会

制
度

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）

平
成
3
0
年
度
～

米
原
市
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
体
制
の
構
築
ス
テ
ッ
プ

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
3
0
年
度
伊
吹
山
中
、
米
原
中
、
河
南
中

平
成
3
1
年
度
柏
原
中
、
大
東
中
、
双
葉
中

伊
吹
小
、
春
照
小
、
米
原
小
、
河
南
小

平
成
3
2
年
度
柏
原
小
、
山
東
小
、
大
原
小
、
坂
田
小
、

息
長
小

学
校
運
営
に
関
す
る
意
見

よ
り
質
の
高
い
学
校
教
育

活
動
に
向
け
た
支
援

よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
や
目
指
す

子
ど
も
像
を
共
有
し
、
役
割
分
担

に
よ
る
協
働

地
域
住
民
に
よ
る
組
織
的
な

学
校
教
育
活
動
へ
の
支
援

●
学
校
・
地
域
に
よ
る
、
顔
と
名
前
が

一
致
す
る
関
係
づ
く
り

●
地
域
の
子
ど
も
の
こ
と
を
共
に
議
論
し
、

共
に
汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
る
関
係
づ
く
り

●
一
方
向
（
学
校
→
地
域
ま
た
は
地
域
→
学
校
）
か
ら

双
方
向
（
学
校
↔
地
域
）
の
関
係
づ
く
り
へ

●
「
学
び
合
い
」
、
「
育
ち
合
い
」
、
「
支
え
合
い
」
の

教
育
の
実
現
に
向
け
た
信
頼
関
係
の
構
築

◆
社
会
総
掛
か
り
で
子
ど
も
育
て
る
た
め

の
協
議
会

◆
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
役
割
分
担

◆
地
域
人
材
の
発
掘
、
確
保

◆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

◆
学
校
・
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
や
1
0
年
後
2
0
年
後
の
地
域
社
会
の
担
い
手
と
な
る
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
米
原
っ
子
を
育
成
の
た
め
に
、
学
校
と
地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
「
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
」

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
地
域
の
教
育
基
盤
を
形
成
す
る

■
長
年
に
渡
る

関
わ
り
・
つ
な
が
り

■
学
校
に
対
す
る
敷
居

■
地
域
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
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米原市コミュニティ・スクールについて
※定義 コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会」が設置された学校のことをいう。

文部科学省HPより

■ 協議会の構成

○地域住民と保護者の方々に、委員として参画してもらう。

地域の既存の組織や団体の協力を得て、学校や地域の実態に応
じた無理のない構成とする。10人程度。会長・副会長を互選。

→ 学校評議員
学校運営協議会が設置された学校では、従来の学校評議員制度は廃止し、
学校運営協議会にて学校評価を行う。

→ PTA
「保護者と教職員による社会教育関係団体」であるPTAが、参画することで、
より組織的な取組が期待できる。

→ 学校支援地域本部地域コーディネーター
学校支援地域本部は、学校運営協議会で協議された事項を実行・実践していく
ための実働組織として連携する。

※ 委員は、学校の目標や取組を承認する権限とともに、役割分担による責任も
生じるため、誰を委員に選ぶかということは、実働組織や具体的な地域連携
のあり方に関わる重要なポイントである。
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■ 協議会の主な権限

①学校運営の「基本的な方針」を承認する
（１） 学校教育目標および教育の重点に関すること
（２） 学校教育計画に関すること
（３） 学校運営への必要な支援に関すること
（４） その他校長が特に必要と認める事項

②学校運営に関する事項について、教育委員会
または校長に対して、意見を述べる

③学校評議員に代わり、学校評価を行う

目標や取組を
承認する権限とともに、
役割分担による責任も
生じる学力向上、生徒指導、いじめに関する問題、

校種間連携、地域や保護者の願いやニーズ、
より充実した教育活動の在り方等

学校運営協議会の開催

・協議会では、保護者や地域の方々と課題や情報を
共有し、みんなでよりよい考えを出し合い、共に教育
に当たっていくことが大切である。

・共有した課題等の改善に向けて、学校・家庭・地域が、
それぞれの立場で何ができるのかを協議し、協働して
いくこととする。

主な議題
○目指す姿とその手立ての共有
学校目標と教育活動、学校支援の承認

○学校課題の解決に向けた協議や情報等の共有
学力向上、生徒指導、いじめに関する問題、
校種間連携、地域や保護者の願いやニーズ、
より充実した教育活動の在り方等

○学校評価

課題の共有・課題解決に向けた協議

学校支援地域本部との連携
（教育活動の充実・学校支援）

・協議会での話し合いをもとに、学校の課題の解決に向けて、
可能なところから始めていく。

・協議会で話し合った、共通の目標に向かって
◇学校でやるべきこと
◇家庭でやるべきこと
◇地域でできること
等について、それぞれの立場で、連携・協働して取組を進め
ていく。

取組のポイント
○課題解決に向けて、だれが、いつ、どのような支援・協働
ができるのかについて、協議会の方針のもと、一体となって
考えて、取り組む。
○学校支援地域本部、ＰＴＡの組織等との連携など、課題解
決のための効果的な連携先を協議会で検討し、連携して取
組を進める。
○継続的な支援や取組がなされるよう、無理のない計画を
立てる。

課題解決に向けた連携・協働

■ 学校運営協議会と学校支援地域本部の連携

地域とともに歩む学校
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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
の
た
め
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
、
共
通
の
目
標
を
設
定
し
、
一
体
と
な
っ
て
役
割
分
担
し
な
が

ら
、
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
地
域
基
盤
を
形
成
す
る
。

米
原
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･ス
ク
ー
ル
構
想

教
育
基
本
法
第
1
3
条
「
学
校
、
家
庭
及
び
地
域
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
教
育
に
お
け
る
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
連
携
及
び
協
力
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
」

○
○
学
校
に
お
け
る

学
校
運
営
協
議
会
と

学
校
支
援
地
域
本
部
の

一
体
的
推
進
イ
メ
ー
ジ

学
校

学
校
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
明
示

学
校
長

・
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
力

・
集
団
の
中
で
の
人
間
関
係
の
基
本

連
携
・
協
働

支
援

地
域
貢
献

地
域

・
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
活
動
の
場

・
家
庭
の
教
育
力
を
支
え
る

・
地
域
の
担
い
手
の
育
成

後
援
会

同
窓
会

自
治
会

社
会
教
育
関
係
団
体

学
校
関
係
者
評
価

学
校
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
承
認

学
校
運
営
等
に
関
す
る
意
見
の
申
し
出

学
校
評
議
員

協
議
内
容
の

反
映

代
表
が

参
画

説
明
依
頼

承
認
意
見

※
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
既
存
の
組
織
と
の
整
理
や
関
係
調
整
等
を
、
学
校
の
実
情
に
応
じ
て
行
う
。

学
識
経
験
者

代
表
が

参
画

協
議
内
容

の
反
映

家
庭

・
基
本
的
生
活
習
慣

・
規
範
意
識

・
心
と
体
の
安
ら
ぎ
の
場

Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長

副
会
長

保
護
者

学
校
・
家
庭

の
支
援
者

家
庭
教
育

の
主
体

学
校
教
育

の
主
体

社
会
性
・
市
民
性

郷
土
愛

学
校
運
営
協
議
会
(P
T
C
A
)

Pa
re

nt
s,T

ea
ch

er
sa

nd
 C

om
m

un
ity

 A
ss

oc
ia

tio
n

会
長

副
会
長

※
地
域
住
民
や
保
護
者
等
が

委
員
と
し
て
参
画

情
報
提
供

意
見

地
域
コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー

学
習
支
援
、
環
境
整
備
、
安
全
活
動

学
校
支
援
地
域
本
部

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
よ
り
質
の
高
い
学
校
教
育
を
支
援
す
る
組
織

学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加

学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加

※
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
の

た
め
に
話
し
合
う
協
議
機
関

地
域
交
流
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